
 

 

 

 

 

 

 

 

★このお正月，私はある本を読んで「親」「子育て」 

について考えてしまいました。この本の中で，老 

いた父親が口にした言葉に，＜物事のよし悪しと 

は別に，子供がどうしてそんなことをしたのかを 

考えるのが親だ＞とありました。本の解説を書い 

た文芸評論家の西上 心太さんの文章の冒頭にも 

同じ言葉が出てきますが，とても意味深い言葉だ 

と思います。また，西丸さんはすべての人に「親」 

がいるとも書いています。これも当たり前といえ 

ば極めて当たり前のことなのですが，改めて子供 

にとって「親」とは，親にとって「子育て」とは， 

と考えさせられました。 

本の題名は「Ａではない君と」（薬丸 岳）です。 

 幼児虐待や育児放棄といったニュースがテレビ

や新聞で報道されるたびに心が痛みますが，これ

もまた，「親」「子育て」が深く関係します。すべ

ての人に「親」がいる以上，ニュースとして取り

上げられないまでも昔からこのようなことは，程

度の差こそあれあったろうと思います。反面，千

年以上昔の後撰和歌集に，「人の親の心は闇にあら

ねども子を思（おもう）道にまどひぬる哉（かな）」

といった藤原兼輔の和歌があるように，親が子供

をいつくしみ深く思いやる気持ちは今も平安の世

も同じといえます。 

 

◆「親」が「わが子が一番！」と思うのは当たり

前で，誰もがそう思っています。そして，わが子

が多くの人に認められるような人になってほしい

と願います。子供は，多くの人とかかわり，褒め

られたり，叱られたり，注意されたりする中で，

人の心に残り，存在感が生まれ，気にかけてもら

えるような人になっていきます。もまれることで 

たくましくなっていきます。将来にわたり，多く 

 

 

 

 

 

 

 

 

の人の中で生きていくためには，もまれるような

経験も必要です。 

「親」は誰でもわが子の幸せを願い，よりよい

人生を歩んでほしい，将来困らないようになって

ほしい，と願います。しかし，親と子供は，血の 

つながりがあるとはいっても，全く別の存在，人

格です。同じ人生を歩んでいくことも，親の思い

通りにできるはずもありません。子供には子供の

人生があり，転んだり，つまずいたり，失敗した

りして自分を大きくしていきます。子供が生きて

いくということは，良し悪しを含めて，そういっ

た経験をしていくということだと思います。「親」

は先に生まれ様々な経験をしてきています。つい

子供がつらい経験をする前に，困らないように杖

を差し出してしまいます。でも，子供にも自分で

決めて，自分でやりたいことや自分で行きたい道

があるはずです。親はその道へチャレンジできる

ように肯定的に子供を見て，うまくいかないとき

でも前向きな生き方をサポートしていくことが大

切だと考えます。 

わが子の生き方を最後まで身守れる親はいませ

ん。だからこそ，「子育て」では，親がいなくなっ

た後でも，自分の力で生きていけるような自立し

た生き方の基礎を身に付けさせること，世の中の

多くの人たちと共に生きていくための必要なルー

ルを守ることを身に付けさせることの二点が重要

だと思います。 

 家庭では，宿題は，提出物は…と，つい大きな

声を出してしまいますが，それはそれで良いと思

います。誰もがやらなければならないことを，き

ちんとできるようにしてやるのも「親」の大切な

役目，責任の一つです。楽な方を選ぶような道へ

導かないよう，妥協しない姿勢をもち続けてほし

いです。そして，「子育て」は慌てないことです。

縦にも横にも幅の広い人間に，度量の大きな子供

に育てていってほしいです。 

 

◆あれこれと考えてしまいましたが，学校は子供

たちの心に寄り添うための努力をしていきます。

６８５名の子供たちの健やかな成長を願います。 
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  ６８５名の健やかな成長を願って          校長 星野 由美子 

若葉小だより 

新年明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

１月の生活目標 「言葉づかいを正しくしよう」 

生活指導 

 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

１３日間の冬休みが終わりました。それぞれの家での年越し作業やお正月，ま 

たそういう中では，普段は会えない様々な人との出会いもあったことと思いま

す。その際，時と場合，相手に応じたあいさつや正しい言葉づかいはできてい

たでしょうか。 

今月の生活目標は「言葉づかいを正しくしよう」です。授業中と休み時間の 

言葉づかい，友達と目上の方に対する言葉づかい，学年に応じた適切な言葉 

づかい等ができるように折にふれて指導していきたいと思います。 

 

 ◎１日授業公開日のご案内◎             

下記の日程で１日授業公開を実施します。ぜひご来校いただき，お子さ

んの学習や生活の様子をご覧になっていただきたく，ご案内申し上げます。 

１ 日 時  

平成３１年１月２３日（水）   ８：３０～１４：２０  

朝：体育集会 なわとび名人紹介・３０秒チャレンジ    

  １～６年生  １校時（８：４５）～５校時（１４：０５） 

  ※時間割や場所については，別紙にてお知らせします。 

 

２ その他   

○当日は，名札（校内では必ず名札の着用をお願いします。），上履き， 

外履き用の袋をご持参ください。 

○参観中の教室や廊下での私語，飲食，携帯電話のご使用はお控え 

ください。 

 

◇校内書き初め展のご案内◇         国語部 

◇展示期間： １月 18 日（金）～１月 25 日（金） 

◇展示場所：各学級前廊下  

◇課題：１・２年硬筆，３～６年毛筆 

※毛筆の課題は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

◇ユニセフ募金のご報告◇         特別活動部 
 代表委員会の子供たちが募金活動の前に，ユニセフ集会を実施しました。 
「世界の水事情」「自分たちにできることは何か」の二つのテーマについて 
調べ，映像を見せたりして 1 年生から６年生までの全校児童に分かりやすく 
工夫した発表をしました。また，「自分たちにできること」をテーマに募金 
活動だけではなく，自分たちの生活を見直す呼びかけも行いました。 
 ２日間，４年生～６年生の代表委員が登校時間に気持ちを込めて一所懸命 
呼びかけました。今年度の募金額は，合計４５，３６２円となりました。 
先日，日本ユニセフ協会に送金致しました。たくさんのご協力，ありがとう 
ございました。 

日 曜 主 な 行 事 
8 火 始業式 短縮 4時間授業 

9 水 
おはよう読書 6 年計測 
短縮 4時間授業  

10 木 
給食始 短縮 4時間授業
安全指導日 5年計測  

11 金 4 年計測  

12 土 
学校授業日 
短縮 4時間授業 

13 日 
 

14 月 成人の日 

15 火 
国語タイム 3年計測 
委員会活動 

16 水 
おはよう読書  2 年計測 

短縮 5時間授業 

17 木 児童集会 1 年計測 

18 金 
連合図工展 
（～21 日まで） 

19 土 新春お茶会 

20 日  

21 月 
全校朝会  
4～6年クラブ活動 

22 火 国語タイム 

23 水 
体育集会 1日授業公開日 
租税教室(6 年) 

24 木 
おはよう読書 
薬物乱用防止教室(6 年) 
社会科見学(4年) 

25 金  

26 土  

27 日  

28 月 
全校朝会 
4～6年クラブ活動 

29 火 国語タイム 

30 水 おはよう読書  

31 木 音楽集会 

１月の行事予定 

＜2 月の主な予定＞ 
１２（火）クラブ活動（３年見学）

１５（金）新１年保護者会 
１８（月）６年社会科見学 
２１（木）３年社会科見学 
２６（火）１・３年保護者会 
２７（水）２・６年保護者会 
２８（木）４・５年保護者会 
 

３年「お正月」 

４年「元気な子」 

５年「希望の朝」 

６年「夢の実現」 

１月の避難訓練は，予告なしで行
います。 

下校時刻については，各学年便り
をご覧ください。 


